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N
O.460

元
田　
京
一
作
品
シ
リ
ー
ズ
○151

フ
リ
ー
ジ
ア（
文
目〈
あ
や
め
〉科
）

　

別
名
「
浅
黄
水
仙
（
あ
さ
ぎ
す
い
せ
ん
）
」
。
花
期
は
三
〜
五
月
。

　

南
ア
フ
リ
カ
で
植
物
採
集
を
し
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
植
物
学
者
・
エ
ク
ロ
ン
（
C
・
F
・

E
c
k
l
o
n
）
が
発
見
し
た
植
物
を
親
友
の
ド
イ
ツ
人
の
医
師
・
フ
レ
ー
ゼ
（
F
・
H
・
T
・

F
r
e
e
s
e
）
の
名
を
つ
け
て
紹
介
し
た
の
が
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

品
種
改
良
は
オ
ラ
ン
ダ
で
盛
ん
で
、現
在
で
は
1
5
0
種
類
以
上
の
フ
リ
ー
ジ
ア
が
存
在
し
ま
す
。

花
言
葉
：「
期
待
」「
感
受
性
」「
純
潔
」「
あ
こ
が
れ
」

山の幸館

N
O.460
N
O.460

広
報

広
報

「
桜
マ
ラ
ソ
ン
」

平
成
2
2
年
３
月
2
7
日
撮
影

　この取組は、子ども達へ特産品である苺のＰＲと地産地消を

目的として、ＪＡくま苺部会が郡市の学校給食へ提供されたも

のです。本村では４月 14日に上球磨苺生産部会長の山本広樹

さんから、岩野小学校の橋本校長へ手渡されました。提供され

た苺は水上産の「さがほのか」で、翌日には子ども達が美味しく

いただきました。

学校給食へ苺の提供
～ＪＡくま苺部会～
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第 39
回

湯山温
泉

桜
祭
り

　

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日
（
土
）
の
前
日
祭
、

三
月
二
十
八
日
（
日
）
の
本
祭
り
に
は
、
県
内
外
か
ら

観
光
客
が
訪
れ
、
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
や
、
湯
山
の
石

畳
、
親
水
公
園
の
祭
り
会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

玉名女子高校吹奏学部マーチング
桜祭りのポスターを描いた、尾方未彩さん（左から２番目）

中学生の見事な合唱

進藤久明さんのステージショー
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川内平家踊り

祝いもち投げ

白水神楽

球磨神楽

ＳＡＫＵＲＡ組の見事なダンス

木ん馬レース
玄海竜二一座公演

見事な「姫桜太鼓」
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平
成
二
十
一
年
度
　
水
上
中
学
校
卒
業
式

平
成
二
十
二
年
度
　
水
上
中
学
校
入
学
式

～
二
十
人
の
新
入
生
と
と
も
に
咲
か
せ
る
あ
じ
さ
い
の
花
～

　

三
月
十
四
日
（
日
）、
平
成

二
十
一
年
度
第
六
十
三
回
水
上
中
学

校
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校

長
式
辞
と
教
育
委
員
会
告
辞
に
続

き
、
成
尾
村
長
を
は
じ
め
来
賓
の
皆

様
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
卒
業
生
は
、
感
動
の
涙
を
流
し

な
が
ら
、
在
校
生
や
職
員
と
と
も
に
、

中
学
校
三
年
間
の
思
い
出
を
構
成
詩

で
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
卒
業
生
の

前
途
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
な
快
晴

の
も
と
、
三
十
四
人
の
卒
業
生
は
元

気
に
水
上
中
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

四
月
八
日
（
木
）
に
平
成
二
十
二
年
度
第
六
十
六
回
水
上
中
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
、

二
十
人
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
最
初
は
大
変
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
氏
名
点
呼
で

は
一
人
一
人
が
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
、中
学
生
と
し
て
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

在
校
生
は
、生
徒
会
長
の
歓
迎
の
言
葉
に
続
き
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
を
声
高
ら
か
に
歌
い
あ
げ
、

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、水
上
中
生
六
十
八
人
で
、日
本
一
の
学
校
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

卒業式後に、保護者も一緒に記念撮影

卒業生の構成詩

在校生による歓迎の歌「タンホイザー」

緊張した面持ちで新入生氏名点呼
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平成 21 年度湯山小学校卒業式平成 21 年度湯山小学校卒業式

平成 21 年度岩野小学校卒業式平成 21 年度岩野小学校卒業式

涙、涙の卒業式
　平成２１年度の卒業式は、式が進むにつれて涙、涙の卒
業式となりました。子どもたちの歌や送別の詩での一言一
言に保護者の方をはじめ、職員、来賓の多くの方が涙を流
し、感動的な卒業式となりました。
　卒業生８名の中学校での飛躍を大いに期待しています。

感激の卒業式
　今年は、「門出の詩」の時に、人権学習や道徳の
勉強を通じて親交ををあたためてきた、あさぎり
町存住のピアニスト、月足さおりさんに歌の伴奏
をしてもらうことができました。１２名の子ども
達の卒業の感激もひとしおのようでした。

◎
男
子

　
岩い
わ
の野　
優ゆ

う

　
杉す

ぎ
の野　

直な
お
き輝

　
井い

の
う
え上　

智と
も
や也

　
瀬せ

た
か高　

拓た
く
や也

　
荒あ

ら
た
け嶽　
将し

ょ
う

◎
女
子

　
岩い

わ
さ
き崎　
優ゆ

か香

　
荒あ

ら
た
け嶽　

美み
さ
き咲

　
湯ゆ

た
に谷　

奈な

り

さ
璃
沙

◎
男
子

　
内う

ち
や
ま山　
颯そ

う

　
那な

す須　
将ま

さ
や弥

　
白し

ら
か
わ川　

智と
も
き貴

　
中な

か
む
ら村　

聖せ
い
や也

◎
女
子

　
足あ

だ
ち立　
好こ

の
み

　
甲か

い斐　
映え

い

み
妃
美

　
小お

の野　
純じ

ゅ
ん
な奈

　
竹た

け
う
ち内　

萌も
え
か香

　
幸こ

う
の野　

衣い
ず
み純

　
成な

る
お尾　

茜あ
か
ね

　
鳥と

り
ま
る丸　
嶺れ

い
な奈

　
小お

が
わ川　
愛ま

な
み美
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四
月
一
日
付
け
で
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
、
次
の
先
生
方
が
転
入
・
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
先
生
方

に
は
、
本
村
の
教
育
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
出
先
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

水
上
村

 
教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
を

①特別支援教育支援員

　鮒
ふ な だ

田　　茜
あかね

岩
野
小
学
校

   

①
氏
名
　
②
前
任
校
　

   

③
趣
味
・
特
技
な
ど
　
④
抱
負

②
新
任

③
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

④
今
年
、
社
会
人
一
年
目
と
い
う

こ
と
で
、
期
待
と
不
安
の
入
り

交
じ
っ
た
一
年
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
何
事
も
、
一
つ
一

つ
着
実
に
や
り
遂
げ
、
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
又
、
球
技
が
得
意
な
の
で
、

休
み
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
達
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
達
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
明

る
く
笑
顔
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

②
多
良
木
中
学
校

③
ゴ
ル
フ　

以
前
は
「
ゴ
ル
フ
な

ん
て
」
と
ま
っ
た
く
興
味
も
無

か
っ
た
の
で
す
が
、
四
十
歳
ご

①校長

　高
た か た

田　哲
てつひろ

弘

湯
山
小
学
校

ろ
誘
わ
れ
て
、
や
っ
て
み
た
と

こ
ろ
、
い
つ
の
ま
に
か
「
ハ
マ

ッ
テ
」
し
ま
い
、
や
り
出
し
た

ら
や
め
ら
れ
な
い
性
分
で
、
毎

晩
練
習
場
に
通
う
日
々
で
し
た
。

　

最
近
は
、
週
に
一
〜
二
回
、
運

動
不
足
解
消
の
た
め
に
練
習
場

で
打
ち
っ
放
し
を
す
る
の
が
楽

し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、色
々
な
方
々

と
知
り
合
い
に
な
れ
る
こ
と
も

魅
力
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

④
今
か
ら
二
十
五
年
前
に
七
年
間

水
上
中
学
校
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
、
水
上
村
の
学

校
で
ま
た
勤
務
で
き
る
こ
と
を
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

二
十
五
年
前
は
、
保
健
体
育
の

教
員
と
し
て
、
小
さ
い
学
校
で

も
「
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
」
と

い
う
熱
い
思
い
で
、
子
ど
も
達

を
徹
底
的
に
鍛
え
た
こ
と
が
、

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

湯
山
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数

四
十
五
名
の
小
規
模
校
の
学
校

で
す
が
、新
任
校
長
と
し
て
「
湯

山
小
学
校
で
し
か
で
き
な
い
教

育
」、「
湯
山
小
学
校
な
ら
で
は

の
教
育
」
を
め
ざ
し
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

本
校
の
教
育
目
標
「
や
る
気
を

も
っ
て
学
び　

心
豊
か
で　

た

く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」
で

す
。
本
校
職
員
の
合
言
葉
「
明

る
く
楽
し
く
元
気
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。

②
佐
賀
県
教
育
庁
体
育
保
健
課

③
映
画
が
大
好
き
で
月
に
一
・
二

回
は
映
画
館
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ド
ラ
イ
ブ
も
好
き
で
、
よ

く
車
で
遠
出
し
ま
す
。
水
上
村

は
桜
が
き
れ
い
な
の
で
ド
ラ
イ

ブ
好
き
に
は
最
高
で
す
。

④
熊
本
県
で
初
め
て
の
学
校
が
水

上
村
で
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
元

気
で
と
て
も
か
わ
い
い
し
、
職

員
、
保
護
者
の
方
を
は
じ
め
地

域
の
方
々
に
は
と
て
も
よ
く
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
水
上
村
の
役
に
少
し
で
も

①補助教諭

　中
なかしま

嶋　衣
え り

里

立
て
る
よ
う
、
様
々
な
方
と
の

連
携
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

頑
張
り
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
八
代
第
三
中
学
校

③
温
泉
、
森
林
浴
、
音
楽
、
映
画

鑑
賞

④
小
学
校
は
は
じ
め
て
で
す
。
す

ば
ら
し
い
水
上
村
の
人
た
ち
と

自
然
に
囲
ま
れ
可
愛
い
子
ど
も

達
と
共
に
学
び
、
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

①養護助教諭

　岡
おか

　真
ま り こ

理子
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す
。

　

最
近
は
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜

（
レ
タ
ス
と
青
じ
そ
）
を
育
て
て

い
ま
す
。

④
緑
豊
か
な
こ
の
水
上
中
学
校
に

来
れ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
学
び
、
汗

を
流
し
て
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
山
都
町
立
潤
徳
小
学
校

③
趣
味
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
で
す
。
今
年
も
二
月

に
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
試
合
を

み
に
行
き
ま
し
た
。

　

特
技
は
小
学
四
年
生
か
ら
や
っ

て
い
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
す
。
幼

い
こ
ろ
書
道
を
習
っ
て
い
た
の

で
、
書
道
も
少
し
得
意
で
す
。

④
今
年
新
任
で
水
上
村
に
来
ま
し

た
。
自
然
豊
か
で
校
舎
も
美
し

い
水
上
中
学
校
で
教
員
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
こ
と

を
本
当
に
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

子
ど
も
達
も
素
直
で
明
る
く
、

毎
日
楽
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
が
心
も
体
も
元
気
に
、

笑
顔
で
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
保
健
室
か
ら
全
力
で
サ
ポ

②
須
恵
中
学
校

③
子
守
。
五
歳
の
子
ど
も
と
遊
ぶ

こ
と
で
す
。（
も
し
か
し
て
遊
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
の
か
も
。）

　

特
技
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
ス

ポ
ー
ツ
は
大
好
き
で
す
。
特
に

野
球
と
テ
ニ
ス
で
す
。

④
水
上
中
で
理
科
を
教
え
る
の

で
、「
理
科
を
楽
し
み
な
が
ら
、

が
ん
ば
る
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

水
上
中
の
生
徒
が
、
人
吉
・
球

磨
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

②
相
良
中
学
校

③
読
書
が
大
好
き
で
す
。
ど
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
も
好
き
で
す
。
ど
こ

で
で
も
読
み
ま
す
。

④
前
任
校
（
相
良
中
、
相
良
北
中
）

で
は
十
一
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
水
上
村
で
も
じ
っ
く

り
腰
を
す
え
て
、
水
上
村
の
子

②
球
磨
教
育
事
務
所

③
読
書
、
日
曜
大
工
、
園
芸
（
蘭
）、

囲
碁
、
た
ま
に
ゴ
ル
フ
と
飲
ん

だ
あ
と
、
七
十
年
代
の
歌
を
カ

ラ
オ
ケ
で
歌
う
こ
と
。

④
昭
和
六
十
年
か
ら
四
年
間
水
上

中
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
今
春
か
ら
勤
務
で
き
る

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
「
躍
動
！
命
輝
く
水
上
中
」
を
合

言
葉
に
、
子
ど
も
達
が
自
信
に

満
ち
あ
ふ
れ
、
生
き
生
き
と
活

動
す
る
中
で
自
立
の
力
を
身
に

付
け
る
と
と
も
に
、
自
他
を
大

切
に
す
る
心
を
育
む
教
育
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ど
も
達
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
で
の
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
八
代
市
八
千
把
小
学
校

③
好
き
な
こ
と
は
「
旅
行
」
で
す
。

知
ら
な
い
土
地
に
行
く
だ
け
で
、

色
々
な
刺
激
を
受
け
る
し
、
気

分
転
換
に
も
な
り
ま
す
。

　

今
回
水
上
に
来
て
一
番
嬉
し
か

っ
た
こ
と
は
“
温
泉
”
が
あ
る

こ
と
で
す
。
の
ん
び
り
温
泉
に

入
っ
て
ボ
ー
っ
と
す
る
こ
と
が

好
き
で
す
。

④
水
上
中
学
校
の
子
ど
も
達
は
、

み
ん
な
目
が
輝
い
て
い
て
“
や

る
気
”
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
パ
ワ
ー
に
負
け
な

い
よ
う
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
。

②
人
吉
市
立
第
二
中
学
校

③
絵
を
描
い
た
り
工
作
し
た
り
と

手
先
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で

①校長

　毎
まいとこ

床三
み き お

喜男

水
上
中
学
校

①教諭

　長
な が の

野　祐
ゆういち

一

①教諭

　恒
つねまつ

松三
み つ こ

津子

①教諭

　由
よしかわ

川　文
あ や こ

子

①教諭

　野
の な か

中　美
み ほ

保

①養護教諭

　髙
たかくら

倉　友
と も み

美

・
水
上
中
学
校

　

校　

長　
　

小
林　

正
悟

　
　
（
相
良
中
）

　

教　

諭　
　

川
内　

由
美

　
　
（
人
吉
二
中
）

　

教　

諭　
　

岡
村　

豊
成

　
　
（
錦
中
）

　

教　

諭　
　

村
上　

ふ
み

　
　
（
八
代
一
中
）

　

養　

護　
　

杉
本　

孝
子

　
　
（
太
田
郷
中
）

・
湯
山
小
学
校

　

校　

長　
　

桑
原　

弘
幸

　
　
（
人
吉
三
中
）

　  

転
　
出
　
者

ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年
第
三
回
臨
時
会
が
、
三

月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
一
件
、
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
補

正
予
算
二
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議

さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

■
承　

認

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
名　

水
上
中
学
校
プ
ー
ル
建
設

工
事

契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

請
負
金
額　

金
七
千
三
百
五
十
万
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

武
田

建
設

■
予　

算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
一
般
会
計

補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

■
そ
の
他

○
継
続
審
査
申
出
書
（
議
会
運
営
委
員

会
）

○
継
続
審
査
申
出
書
（
地
域
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会
）

第
三
回
　

水
上
村
議
会
臨
時
会
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総
務
課
長

　
（
税
務
課
長
）　

椎
葉　

和
徳

総
務
課
課
長
補
佐

　
（
税
務
課
課
長
補
佐
）

　

堤
田　

八
郎

総
務
課
主
事

　
（
教
育
課
主
事
）　

松
原　

睦
美

総
務
課
主
事

　
（
◎
新
規
採
用
）　

井
上　

公
人

企
画
観
光
課
長

　
（
建
設
課
課
長
補
佐
）

　

郷　
　

啓
蔵

企
画
観
光
課
主
事

　
（
◎
新
規
採
用
）　

米
来　

博
也

住
民
福
祉
課
長

　
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

　

那
須　

利
広

住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

　
（
住
民
福
祉
課
係
長
）

　

早
田　

良
二

住
民
福
祉
課
主
事

　
（
◎
新
規
採
用
）　

中
村　

和
架

経
済
課
参
事

　
（
経
済
課
主
事
）　

田
代　

浩
幸

建
設
課
長

　
（
企
画
観
光
課
長
）　

中
嶽　

弘
継

建
設
課
課
長
補
佐

　
（
建
設
課
係
長
）　

甲
斐　
　

敦

建
設
課
主
事

　
（
税
務
課
主
事
）　

信
國　

俊
輔

税
務
課
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐
）

　

田
島　

淳
一

税
務
課
課
長
補
佐

　
（
企
画
観
光
課
課
長
補
佐
）　

橋
本
美
樹
夫

税
務
課
係
長

　
（
会
計
室
係
長
）　

雜
賀　

克
己

会
計
室
主
事

　
（
住
民
福
祉
課
主
事
）那

須　
　

緑

教
育
課
係
長

　
（
総
務
課
係
長
）　

堤
田
江
美
子

教
育
課
係
長

　
（
教
育
課
参
事
）　

幸
野　

一
樹

農
業
委
員
会
事
務
局
課
長

　
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
）

蔵
座　

利
実

議
会
事
務
局
課
長
補
佐

　
（
議
会
事
務
局
係
長
）

　

田
代　

浩
章

※
（　

）
は
旧
職　

四
月
一
日
付

　

四
月
一
日
か
ら
水
上
村
役
場
職

員
と
し
て
三
名
の
新
人
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

井
上　

公
人　
（
湯
山
覚
井
）

　
　
　

二
十
四
歳　

総　

務　

課

米
来　

博
也　
（
湯
山
覚
井
）

　
　
　

二
十
三
歳　

企
画
観
光
課

中
村　

和
架　
（
岩
野
上
楠
）

　
　
　

二
十
三
歳　

住
民
福
祉
課

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

人
事
異
動

　

三
月
三
十
一
日
付
け
で
五
名
の
方
が
水
上
村
役
場
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
水
上
村
役
場
職
員
と
し
て
本
村
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
健
康
に
留
意
さ
れ
、
今
ま
で
ど
お
り
村
行
政
に
対
し

ま
し
て
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
長
　
　
　

　
　
　
米
良
　
　
哲
さ
ん

　
　
　（
勤
続
三
十
六
年
）

住
民
福
祉
課
長
　

　
　
　
唐
鎌
　
精
二
さ
ん

　
　
　（
勤
続
三
十
九
年
）

建
設
課
長
　
　

　
　
　
西
　
彰
次
郎
さ
ん

　
　
　（
勤
続
三
十
七
年
）

保
育
所
調
理
師
　

　
　
　
椎
葉
　
悦
子
さ
ん

　
　
　（
勤
続
四
十
三
年
）

学
校
用
務
員
　

　
　
　
小
林
　
千
秋
さ
ん

　
　
　（
勤
続
十
七
年
三
月
）

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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　平成 21 年 11 月 29 日に行われた、西日本新聞社九州山
口各県学校図書館協議会主催の第 53 回西日本読書感想画
コンクール熊本大会に、人吉球磨管内から 114 点が出品。
湯山小学校２年生の杉野靖幸くんが特選、同じく湯山小
学校２年生の川畑奈都さんが入選というすばらしい賞を
それぞれ受けられました。
　また、杉野くんの作品は、熊本県の代表として九州山
口大会のコンクールにも
出品し、見事入選を果た
しました。

　杉野くんの感想画は、お母さん思いの動物の様子
が良く描かれていたようです。
　今回の受賞、おめでとうございました。次回も是
非頑張って下さい。

10

　

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日
、
球
磨
川

に
架
か
る
国
道
三
八
八
号
の
佐
本
橋
が
、
二

年
の
歳
月
と
四
億
円
の
巨
費
を
投
じ
完
成
し
、

多
数
の
関
係
機
関
と
来
賓
の
方
々
を
迎
え
開

通
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
安
全
祈
願
の
神
事
が
行
わ

れ
、
佐
本
橋
開
通
式
実
行
委
員
会
長
成
尾
政

紀
村
長
と
熊
本
県
土
木
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

球
磨
地
域
振
興
局
土
木
部
長
か
ら
工
事
経
過

報
告
、
そ
し
て
、
熊
本
県
議
会
松
田
三
郎
副

議
長
の
来
賓
祝
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
鋏
入
れ
式
（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）

が
行
わ
れ
、
満
開
の
桜
が
花
を
添
え
る
中
、

山
神
幸
助
さ
ん
（
宮
田
区
）
家
族
ら
の
親
子

三
代
の
渡
り
初
め
の
後
、
一
般
に
開
放
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
球
磨
川
漁
協
か
ら
、
岩

野
小
学
校
の
今
春
卒
業
生
達
に
よ
る
稚
鮎
の

放
流
も
行
わ
れ
、
若
ア
ユ
も
元
気
に
清
流
球

磨
川
を
遡
上
し
て
行
き
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
皆
様
方
に
大
変
ご
面
倒

を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
今
後
、
幹
線
道
路

と
し
て
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

待望の佐本橋完成

見事入選 !! 杉野靖幸くん　読書感想画コンクール

佐本橋開通式テープカット

山神幸助さん家族の親子三代渡り初め

岩野小学校卒業生達による稚鮎の放流

入選した感想画
「だいすきなおかあさん、ぐう」

杉野靖幸くん
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　湯山の杉野コナミさん（明治４３年３月２２日生）が、３月２２日で満百歳の誕生日を迎えられ、入院先
の古城病院において、成尾政紀村長から長寿者祝い金の贈呈がありました。
　当日は、長女の工藤サチコさんとお孫さんも出席され、成尾村長が「杉野さんが長寿者祝い金の８人目の
贈呈者となられました。これからも益々お元気でお過ごし下さい。」とお祝い金が贈られました。

　杉野コナミさんは、新橋（現岩野幸野）でお生まれ
になり、結婚当初は江代古川で、その後湯山本野に居
住され炭焼きなど林業に従事。市房ダム建設当時は新
橋で食堂をされていた妹さんを手伝い、その後湯山で
農業などの仕事をしながら、３人の子どもを育てられ
ました。「終戦時の混乱期など社会情勢が不安定の中、
生活も厳しかったが笑顔を絶やさない、やさしい母で
した」と娘さんが話してくださいました。６５歳にな
られた頃に体調をこわされ、現在は古城病院で入院治
療されておられます。
　杉野さん百歳おめでとうございます。これからも益々
お元気でお過ごしください。元気に１００歳を迎えられた杉野さん

杉野コナミさん百歳

“倒産・解雇などによる離職”（特定受給資格者）や
“雇い止めなどによる離職”（特定理由離職者）をされた方へ

平成22（2010）年４月から国民健康保険税が軽減されます。

対象者は？

軽減額は？

軽減期間は？

制度が始まる前の
失業は対象外ですか？

離職の翌日から翌年度末までの期間において、
⑴ 雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職）
⑵ 雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職）
として失業等給付を受ける方です。

国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。
軽減は、前年の給与所得をその 30/100 とみなして行います。
※具体的な軽減額などは、下記までお問い合わせください。

離職の翌日から翌年度末までの期間です。
※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。
※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、会
社の健康保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると終了します。

制度が始まる前１年以内（平成 21（2009）年３月 31 日以降）に離職された方は、
平成 22（2010）年度に限り国民健康保険税が軽減されます。
※ただし、平成21（2009）年度の保険料（税）は対象となりません。御了承ください。

？ 軽減を受けるには申請が必要です。制度の詳しい説明は、
水上村国民健康保険担当にお尋ねください。
電話番号　０９６６－４４－０３１３
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子
ど
も
手
当
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

本
年
四
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援

す
る
た
め
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
一

人
に
つ
き
月
額
一
万
三
千
円
を
親
等
に
支
給

す
る
制
度
で
す
。（
詳
し
く
は
「
子
ど
も
手

当
の
概
要
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

（
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方
）

　

本
年
三
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
基
本
的
に
、
児
童
手
当
の
支
給

対
象
児
童
に
つ
い
て
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対

象
と
な
る
子
ど
も
（
原
則
と
し
て
中
学
二
年

生
と
中
学
三
年
生
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合

に
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
の
申
請
手

続
が
必
要
で
す
。（
住
所
を
変
更
す
る
方
は
、

転
居
先
の
市
町
村
で
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
転
居
先
の
市
町
村
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

（
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

方
）

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方

で
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
の
対
象
と
な
る
中

学
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
が
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
の
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

当
村
に
お
住
ま
い
の
方
に
つ
い
て
は
、
上

記
の
申
請
を
受
け
た
後
、
受
給
資
格
等
を
確

認
の
う
え
、
認
定
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
。
手
当
の
お
支
払
い
は
、
原
則
と
し
て
口

座
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

　

最
初
の
支
払
い
は
、
本
年
六
月
と
な
っ
て

お
り
、
六
月
に
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
五
月
十
七
日
ま
で
に
申
請
を
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
四
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当

を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
平
成
二
十
二
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
の
手

続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤
務
先
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
手
当
の
概
要

一
．
趣
旨

・
子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
親

等
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

二
．
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

・
満
十
五
歳
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

※
児
童
手
当
制
度
は
、
小
学
校
修
了

前
の
子
ど
も
が
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
親
等
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
手
当
は
、
中
学
校
修

了
前
ま
で
支
給
対
象
が
拡
大
し
、
所

得
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

三
．
手
当
の
額

　

・
月
額
一
万
三
千
円

四
．
支
給
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
等

・
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
親
等
が
、
住

所
地
の
市
区
町
村
に
申
請
（
認
定
請

求
）
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

〈
添
付
書
類
〉

○
健
康
被
保
険
者
証
の
写
し
等
（
請

求
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

等
）
の
場
合
）

　
　

○
銀
行
口
座
の
写
し

○
こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る

書
類
が
あ
り
ま
す
。

・
市
区
町
村
で
は
、
申
請
内
容
を
審
査
の

う
え
、
受
給
資
格
に
適
合
す
る
方
に

は
、
認
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

・
手
当
の
支
払
期
月
は
、
六
月
、
十

月
、
二
月
で
あ
り
、
前
月
分
ま
で
の
手

当
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
（
本
年
六
月

は
四
月
分
と
五
月
分
の
二
ヶ
月
分
の
お

支
払
い
と
な
り
、
十
月
以
降
は
四
ヶ
月

分
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
）

（
注
）

・
子
ど
も
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、
子
ど
も

を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
一
に
す
る

父
又
は
母
等
で
す
。
父
母
に
養
育
さ
れ
て

い
な
い
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を

監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
維
持
す
る
方
と

な
り
ま
す
。

・
子
ど
も
手
当
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
四
月

以
降
、
原
則
と
し
て
児
童
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
者

に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
に
限
り
、
子
ど

も
手
当
と
は
別
に
平
成
二
十
一
年
度
分
の

児
童
手
当
（
平
成
二
十
二
年
二
月
分
と
三

月
分
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記

の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
）

　

水
上
村
役
場
住
民
福
祉
課　

　
　

四
四
ー
〇
三
一
三

子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
応
援
す
る
と
い
う
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「ねんきん定期便」について

　平成21年度に引き続いて、22年度にも、国民年金および厚生年金に加入している方に、「ねんきん
定期便」が日本年金機構から誕生月に送付されます。
　これは、毎年度、加入者のお一人おひとりに対し、保険料納付実績や年金額の見込みなど、年金に関
する個人情報を分かりやすくお知らせし、現役世代、特に若い世代の方に保険料負担と年金給付の関係
を実感していただくことを目的とするものです。

定期便の通知内容
　この「ねんきん定期便」の通知内容は、①年金加入期間（加入月数、納付済月数等）、②50歳未満
の方には加入実績に応じた年金見込額、50歳以上の方には「ねんきん定期便」作成時点の加入制度に
引き続き加入した場合の将来の年金見込額（年金受給中の方には年金見込額は通知されません）、③保
険料の納付額（加入者負担分累計）、④年金加入履歴（加入制度、事業所名、加入者資格取得・喪失年
月日等）、⑤厚生年金のすべての期間の月毎の標準報酬月額、賞与額、保険料納付額、⑥国民年金のす
べての期間の月毎の保険料納付状況（納付、未納、免除等の別）、となっています。
　ただし、上記の内容の定期便が送付される人は、平成22年度にはじめて定期便が送付される人と、
22年度に節目年齢（35歳、45歳、58歳）になる人に限られています。それ以外の人の場合、右の①
～③については前年度のものが更新して通知され、⑤、⑥については直近一年分が通知されます。

分からないことや疑問点がある場合
　「ねんきん定期便」について、分からないことや疑問点がある場合は、ねんきん定期便専用ダイヤル
「0570‐058‐555」に電話で相談することができます（祝日および12月29日～1月3日はご利用
いただけません）。
（受付時間）
・月～金曜日：午前9時～午後8時まで
・第二土曜日：午前9時～午後5時まで
＊一般の固定電話の場合、接続先にかかわらず、市内通話料金のみで利用できます。
＊ＩＰ電話またはＰＨＳからのダイヤル先は「03-6700-1144」。
　また、お近くの年金事務所（旧社会保険事務所）または街角の年金相談センターでも相談できます。

水上村役場 住民福祉課（0966-44-0313）

趣
旨
の
も
と
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。
子
ど

も
手
当
を
受
給
さ
れ
た
方
に
は
、
子
ど
も
手

当
の
趣
旨
に
従
っ
て
、
子
ど
も
手
当
を
用
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
法
律
上
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　

子
ど
も
の
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？
子
ど

も
手
当
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
に
、
子
ど
も
の
将
来
を
考
え
、
有
効
に
用

い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、
万
一
、
子
ど
も
の
育
ち
に
係
る
費

用
で
あ
る
学
校
給
食
費
や
保
育
料
等
な
ど
を

滞
納
し
な
が
ら
、
子
ど
も
手
当
が
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
と
関
係
の
な
い
用
途
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
、
法
の
趣
旨
に
そ
ぐ
い
ま
せ

ん
。
子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に
つ
い
て
十
分
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

子
ど
も
手
当
の
寄
附
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
の
全
部
又
は
一
部
の
支
給
を

受
け
ず
に
、
こ
れ
を
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

に
寄
附
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
事

業
の
た
め
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
方
に

は
、
簡
便
に
寄
附
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
手

続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
関
心
の
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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下水道使用者へのお願い
下水道は、何でも流して良いというものではありません。
あやまった流し方をすると管が詰まり使用ができなくなる恐れがあります。
使用者一人一人の日頃の管理と、心づかいにかかっています。

特に　次の４点について特に注意　して下さい !!

①天ぷら油など、料理後の油類は絶対に流さないで下さい。
家庭内の配水管で固まり、流れなくなります。

②台所のゴミは絶対に流さないで下さい。
家庭内で詰まったものは自費での修理となり余分な出費です。

③トイレットペーパー以外はトイレに流さないで下さい。
トイレットペーパーは水に溶けるようにつくられています。
ティッシュペーパーは流せません。

④雨水は下水道には流せません。
雨水を流すとマンホールから汚水があふれ出します。
処理場の処理機能が低下し、水がきれいになりません。

( 注 ) 下水道に「タオル」「下着」「ロープ」「石ころ」等の異物が流れ込み、ポンプが非常停止する事態が起きています。
ゴミ等の異物を流さないよう十分に注意して下さい。

お問い合わせ
　水上村役場 建設課 下水道係　TEL 44-0315

正しく使おう下水道 !!正しく使おう下水道 !!

平成 22 年度
農林水産関係補助事業申請について

　平成２２年度、村では農林業振興を図るため、各種の補助事業を実施します。
　そこで、本年度の要望を取りまとめますので、下記の事業を希望される方は申請書
を直接経済課まで提出してください。

１　事業概要
補　助　金　名 事　業　内　容 補助率等

特用林産資材導入補助金 特用林産資材導入（椎茸等乾燥機） ４５％以内

農業生産資材導入補助金 農業生産資材導入（ハウス資材等） ４５％以内

獣類被害防止資材設置補助金 農作物被害防止（防獣ネット・電牧等） ５０％以内

農道整備事業補助金 新設・改良・舗装・単独災害 ６０％以内

水路整備事業補助金 用排水路等の改良 ４５％以内
※今年度、新規に取り組む「特用林産資材導入補助金」は、販売を目的とした椎茸等乾燥機の導入に対し、
３０万円を限度額として補助金を交付いたします。
　又、中山間地域等直接支払制度交付金・畜産関係補助金等は関係農家へ別途周知を図ります。

２　要望期限：平成２２年５月１２日（水）
３　提 出 先：水上村役場　経済課
４　そ の 他：申請書は経済課に準備してありますので申し出て下さい。

お問い合せ先
　　水上村役場　経済課
　　電話番号　44-0314

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業6666
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水上村「川内」宅地分譲
（購入希望者募集）

 豊かな自然に包まれて暮らしてみませんか

水上村「川内」宅地分譲
（購入希望者募集）

 豊かな自然に包まれて暮らしてみませんか

　水上村では、若者の定住を促進するため、岩野川内地区に宅地用の土地を分譲販売します。
　この分譲地は、岩野覚井地区の広域農道から約８００ｍ , 湯前駅まで１０分です。
　近隣には、岩野商店街・岩野保育所・小学校・ほいほい広場などがあります。
　行政区は川内区になります。

募集期間　平成２２年５月31日まで
○　分譲地概要
　●　区 画 数　　２区画（Ａ・Ｂ）上図参照
　●　面　　積　　Ａ区画・Ｂ区画共に　約１５４坪　　
　●　分譲価格　　Ａ区画：１２０万円　　Ｂ区画：１００万円
　●　設備関係　　村の簡易水道
○　分譲の条件
　●　購入後は３年以内に住宅を建築していただきます
◎　その他詳しい内容や、申し込みについては、水上村役場　建設課までお尋ねください。
　　電話　０９６６－４４－０３１５（直通）

見取図

Ｂ区画 Ａ区画

県道五木湯前線

村道

水路

← 川内上 覚井 →

猟銃等初心者講習会のご案内
１．趣　　旨　　初めて猟銃等を所持するために必要な知識を取得するために実施されます（管轄：熊
　　　　　　　　本県公安委員会）。
２．開 催 日　　「講習会日程表」のとおり。
３．受付時間　　午前１０時～午前１０時３０分
４．講習時間　　午前１０時３０分～午後５時
５．開催場所　　熊本県聴覚障害者総合福祉センター（県庁隣）
　　　　　　　　（熊本市水前寺６丁目９番４号，TEL（096－383－5587）
６．そ の 他　　（１）持って行く物
　　　　　　　　　　　筆記具、証明用写真（縦３cm，横２．５cm）、
　　　　　　　　　　　手数料６，８００円、運転免許証等の身分証明書
　　　　　　　　（２）駐車場は、県庁外来駐車場をご利用下さい。
（講習会日程表）
年
月
Ｈ22
５ ６ ７ ８ 10 11

Ｈ 23
１ ２

日 25 25 26 25 25 25 25 25
曜 火 金 月 水 月 木 火 金

【問い合わせ先】
　水上村役場経済課林務係　４４－０３１４
　上球磨猟友会（村内分会長）



16

「繁殖期における野鳥の保護及び野鳥保護指導の取締強化月間について」

　春の訪れとともに、野鳥のさえずりをよく耳にするようになりました。
　野鳥は、これから夏頃にかけ繁殖期に入り、ヒナを育てるために盛んに活動しま
す。巣立ちしたばかりのヒナはうまく飛べずに巣から落ちている場合がありますが、
必ず親鳥が世話をします。人が近くにいると親鳥が近づけませんので、落ちている
ヒナは拾わずにそのままにしておきましょう。
　また、熊本県では、５月１０日から６月９日までを野鳥保護指導の取締強化月間
と定め、県民の皆様に野鳥保護への御理解と野鳥の違法捕獲等の防止について呼びかけを強めることとして
います。
　野鳥保護についての御理解と御協力をお願いします。

　また、財団法人日本鳥類保護連盟では、自然保護思想を普及するために、今年も「ヒナを拾わないで !!」キャ
ンペーンが実施されていますので、是非ご覧になってください。
　財団法人　日本鳥類保護連盟のホームページアドレス　http:www.jspb.org/

　なお、詳しいことはお住まいの近くの県地域振興局林務（森林保全）課、または県庁自然保護課へお問い
合わせください。

（お問い合わせ先）
　　熊本県球磨地域振興局森林保全課　０９６６－２４－４１９０（直通）
　　熊本県自然保護課　野生鳥獣班　　０９６－３３３－２２７５（直通）

会社・法人登記の取扱庁が変わります。
　熊本地方法務局人吉支局が管轄しております人吉市、球磨郡（錦町、多良木町、湯前町、水上村、相良村、
五木村、山江村、球磨村、あさぎり町）の会社・法人に関する登記事務は、平成２２年６月２８日（月）
から熊本地方法務局法人登記部門で取り扱います。
　なお、以下の事務については、人吉支局でも引き続き取り扱います。
・会社・法人の登記の登記事項証明書及び印鑑証明書の発行
・会社・法人の印鑑カードの発行・再発行・廃止
・会社・法人の電子署名の届出

＊商業・法人の登記事項要約書及び紙の登記簿の謄本等の発行、登記簿の閲覧、印鑑の届出（改印を含む）
は、人吉支局では取り扱いません。
＊会社・法人の登記手続に関するご質問・ご相談は、引き続き人吉支局でもお受けいたしますが、その内容
によりましては、熊本地方法務局法人登記部門でのみお取り扱いするものがございますので、あらかじめ
ご了承ください。

＊取扱庁の変更に伴い、必要となる登記申請手続等はございません。また、現在お持ちの印鑑カードは、
そのままご利用できます。

＊不動産登記事務につきましては、管轄の変更はございません。
　詳しくは下記へお問い合わせください。
　　・熊本地方法務局法人登記部門　０９６－３６４－２１４５
　　・熊本地方法務局人吉支局　　　０９６６－２２－３３９３
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平
成
二
十
二
年
度
熊
本
県

職
員
・
警
察
官
採
用
試
験

　

熊
本
県
職
員
及
び
警
察
官
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

五
月
十
日
（
月
）
～

五
月
二
十
八
日
（
金
）

●
試
験
日　

　

県
職
員　

六
月
二
十
七
日
（
日
）

　

警
察
官　

七
月
十
一
日
（
日
）

●
受
験
資
格
な
ど
試
験
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
「
試
験
案
内
・
受
験
申

込
書
」
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
職
員
採
用
案
内
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.

jp/site/saiyo/

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
七
三
三

平
成
二
十
二
年
度

調
理
師
試
験
の
実
施

■
試
験
期
日　

八
月
三
十
一
日（
火
）

■
試
験
会
場　

熊
本
県
立
大
学

■
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度

で
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で

二
年
以
上
の
調
理
業
務
従
事
経
験

の
あ
る
方

■
願
書
配
布　

五
月
十
二
日（
水
）か

ら

　

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推

進
課
な
ど

■
願
書
受
付　

六
月
十
四
日（
月
）か

ら
六
月
十
八
日（
金
）ま
で

■
提
出
先　

熊
本
市
居
住
者
→
熊
本

市
保
健
所
、
熊
本
市
外
の
県
内
居

住
者
→
県
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

最
寄
り
の
保
健

所
又
は
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
五
二

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め

の
夏
休
み
海
外
派
遣
　
参

加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
十
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や

交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と
り

で
ご
参
加
に
な
る
方
が
八
割
以
上
、

は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
が
六

割
以
上
の
ご
参
加
で
す
の
で
、
事
前

研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か
ら
丁
寧
に

指
導
い
た
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
内
容
】　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動

な
ど

【
派
遣
先
】　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ

ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ

ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

【
日
程
】　

七
月
二
十
三
日（
金
）～
八

月
十
五
日（
日
）八
～
十
八
日
間

　

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

【
対
象
】　

小
三
～
高
三
の
方
ま
で

　

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

【
説
明
会
】　

全
国
十
二
都
市（
別
紙

を
ご
参
照
下
さ
い
）、五
月
下
旬

　

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

【
参
加
費
】　

十
九
～
五
十
二
万
円

（
共
通
経
費
は
別
途
）

【
締
切
】　

六
月
四
日（
金
）お
よ
び

十
四
日（
月
）

　

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求（
財
）国
際

青
少
年
研
修
協
会
】

　

住
所　

〒
一
〇
八
ー
〇
〇
七
三

東
京
都
港
区
三
田
五
ー
七
ー
八
ー

九
二
一

Q
〇
三
（
六
四
五
九
）
四
六
六
一

S
〇
三
（
六
四
五
九
）
四
六
三
三

E-M
A
IL　

info@
kskk.or.jp

U
RL　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

離
職
に
よ
り
家
賃
の
支
払

い
が
困
難
な
方
へ
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す

　

離
職
に
よ
り
住
宅
を
喪
失
し
て
い

る
方
又
は
家
賃
の
支
払
い
が
難
し
い

方
に
対
し
て
、
家
賃
の
一
部
又
は
全

額
を
支
給
す
る
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

◎
対
象
者
／
平
成
十
九
年
十
月
一
日

以
降
に
離
職
し
た
方

◎
支
給
期
間
／
最
長
九
ヶ
月
間
（
支

給
期
間
中
は
、
常
用
就
職
に
向
け

た
就
職
活
動
を
行
う
こ
と
が
条
件

で
す
。）

　

支
給
額
や
詳
し
い
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
、
下
記
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

球
磨
地
域
振
興
局
福
祉
課　

　

Q
〇
九
六
六
ー
二
二
ー
一
〇
四
〇

※
町
村
の
み
へ
の
依
頼
と
な
り
ま

す
。

経営相談室＜生衛業＞ご案内
生活衛生関係営業者

＊飲食関係営業　＊食肉販売業　＊理容業　＊美容業
＊旅館ホテル業　＊公衆浴場業　＊クリーニング業　＊映画館業…
　営業者及び今迄の経験・技術を活かして独立開業を予定の方
一人で考え悩むより、お気軽にご相談（無料）下さい。（相談内容　企業秘密は守ります）
専門相談員（中小企業診断士・税理士・経営指導員）が対応します。

「経営相談」＊店舗の新築　改装計画　＊資金繰り　売上げ計画等　その他経営全般の相談
「融資相談」＊生活衛生融資＜日本政策金融公庫＞の利用方法と手続

融資利率…平成22年３月31日現在	 （生衛組合員の方）　年1.25％〜
	 （生衛組合員外の方）年2.15％〜

「税務相談」＊所得税　消費税　帳簿記帳申告の相談
＜日時＞　平成22年６月７日（月）10時〜15時
＜会場＞　人吉保健所　　℡　0966（22）3108
(財)熊本県生活衛生営業指導センター

熊本市白山1-4-9　末永ビル２Ｆ　℡　096（362）3061
指導センターは生活衛生関係営業者の経営改善発展を支援する公的機関です
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よろしくね！

本山　秀
ひでまさ

雅ちゃん（男）
（平成 22年２月７日生まれ）

水上村大字岩野
父：亮さん　母：さくらさん

誰にもとらわれずに自分の道を進んで
下さい。
秀雅が元気いっぱい育ちますように♡

　水上村では、高齢者（70才以上）の方々に、湯山温泉元湯の無料入湯券を進呈
しています。
　ご希望の方は、直接または電話によりお申し込みください。年の途中で70才にな
られた方は、その時点でお申し込みできます。
　なお、この券は、本人のみ１年間で10回利用できます。入浴券を持参しないと、
無料扱いできませんので、入浴される時は必ずこの券を持参してください。
　また、入浴券を有効に活用していただくために、元湯行きのマイクロバスを運行
いたしますので、是非ご利用ください。運行日・時間等については、入浴券を差し上
げる際にお知らせいたします。
　　　　　　　　　　　　　　申込み：問い合わせ先

　　　　　　　　　　水上村役場住民福祉課　電話４４－０３１３

湯山温泉元湯
無料入湯券の
申込について

｢
無
料
法
律
相
談
会｣

の
開
催
に
つ
い
て

日　
　

時　
　

五
月
十
九
日
（
水
）　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

場　
　

所　
　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
人
吉
支
部

　
　
　
　
　
　

人
吉
市
寺
町
一
番
地　

℡
〇
九
六
六
ー
二
三
ー
四
八
五
五

相
談
員　
　

弁
護
士
、
調
停
委
員
、
裁
判
所
及
び
法
務
局
の
職
員

相
談
内
容　
　

一
般
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、
金
銭
問
題
、
交
通
事
故
問
題
等

お
問
い
合
わ
せ
先　

水
上
村
総
務
課　

四
四
ー
〇
三
一
一
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

5 2 日 横山医院
（TEL　42-2132）

高田内科医院
（TEL　38-3677）

緒方医院
（TEL　35-0131）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

5 3 祭日
・月

仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

田中医院
（TEL　38-0061）

やまむら医院
あさぎり町　（TEL　45-0005）

5 4 祭日
・火

井口医院
（TEL　42-5570）

深水内科医院
（TEL　38-3221）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

5 5 祭日
・水

東病院
（TEL　45-5711）

酒瀬川内科
（TEL　38-0050）

増田クリニック
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

5 9 日 犬童耳鼻咽頭科
（TEL　43-0777）

ほづみ皮膚科医院
（TEL　26-5300）

公立多良木病院小児科
多良木町　（TEL　42-2560）

5 16 日 桑原医院
（TEL　45-0205）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

5 23 日 古城病院
（TEL　44-0321）

小林クリニック
（TEL　38-5670）

やまむら医院
あさぎり町　（TEL　45-0005）

5 30 日 そのだ医院
（TEL　43-2063）

こんどう整形外科
（TEL　45-6555）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（５月）　◆

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：3日・10日・17日・24日・31日

5月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

5

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30 31

24 31

23 30

  6日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

13日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

20日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

27日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

今月のごみ事情今月のごみ事情今月のごみ事情・・生活設計に省エネ・温暖化／私達に出来る温暖化防止活動
　平成21年中に水上村内から排出された
ごみは、可燃ごみが256ｔ、燃えないご
みが35ｔ、アルミ缶、スチール缶、新聞
雑誌、ダンボール等のリサイクルごみが
76ｔ、その他１ｔ、合計368ｔで一人当
たり約142kgのごみが排出されたことに
なります。
　左のグラフは、クリーンプラザが稼働
を始め、家庭でのごみ焼却が制限される
ようになった平成15年からの推移を表し
ています。可燃ごみは、自然増加がある
ものの、不燃ごみが減少傾向でリサイク
ルごみが微増しており、ごみの分別が行
われるようになったことがうかがえます。
　皆様の努力により更に分別が進み、
また容器包装が減少し、レジ袋からマ

イバッグ等の利用が進むことによって、ごみの減量化はまだまだ進むことでしょう。
　省エネ、ごみ減量は地域一体としての取り組みが重要です。
　人生の大きな岐路に立つ３月！入学、進学、就職、結婚等この季節を機会にぜひ、省エネ、温暖化防
止、ごみ減量、分別を生活スタイルの中に取り入れていただきますよう、皆様のご協力をお願いします。

●今月の人口●
　男　………1,192 人
　女　………1,338 人
　計　………2,530 人
戸　数………  931 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 22 年３月末現在

５月の行事予定

５月16日㈰	 桜の里大運動会
５月21日㈮	 水上村商工会総会
５月29日㈯	 市房杉トレッキングツアー
５月30日㈰	 タケノコ山で春を味わう学校（コサン竹）

※予定ですので、変更になることがあります。
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N
O.460

元
田　
京
一
作
品
シ
リ
ー
ズ
○151

フ
リ
ー
ジ
ア（
文
目〈
あ
や
め
〉科
）

　

別
名
「
浅
黄
水
仙
（
あ
さ
ぎ
す
い
せ
ん
）
」
。
花
期
は
三
〜
五
月
。

　

南
ア
フ
リ
カ
で
植
物
採
集
を
し
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
植
物
学
者
・
エ
ク
ロ
ン
（
C
・
F
・

E
c
k
l
o
n
）
が
発
見
し
た
植
物
を
親
友
の
ド
イ
ツ
人
の
医
師
・
フ
レ
ー
ゼ
（
F
・
H
・
T
・

F
r
e
e
s
e
）
の
名
を
つ
け
て
紹
介
し
た
の
が
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

品
種
改
良
は
オ
ラ
ン
ダ
で
盛
ん
で
、現
在
で
は
1
5
0
種
類
以
上
の
フ
リ
ー
ジ
ア
が
存
在
し
ま
す
。

花
言
葉
：「
期
待
」「
感
受
性
」「
純
潔
」「
あ
こ
が
れ
」

山の幸館

N
O.460
N
O.460

広
報

広
報

「
桜
マ
ラ
ソ
ン
」

平
成
2
2
年
３
月
2
7
日
撮
影

　この取組は、子ども達へ特産品である苺のＰＲと地産地消を

目的として、ＪＡくま苺部会が郡市の学校給食へ提供されたも

のです。本村では４月 14日に上球磨苺生産部会長の山本広樹

さんから、岩野小学校の橋本校長へ手渡されました。提供され

た苺は水上産の「さがほのか」で、翌日には子ども達が美味しく

いただきました。

学校給食へ苺の提供
～ＪＡくま苺部会～
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